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勝山市

長期計画の基本理念��
　豊かな自然との共生のもと��
「ひと」を大切にする参加と��
交流の「まち」づくり��

大野市
長期計画の基本理念��
　力強く・やさしく・美しく��

和泉村

長期計画の基本理念��
「自然と愛とエネルギー、九頭��
竜川の郷」～水生み、和泉、人��
うるおい～��

（２） 2002.11  広報おおの

合
併
に
つ
い
て
具
体
的
な
話
し

合
い
を
行
う
合
併
協
議
会
が
、
九

月
下
旬
か
ら
十
月
初
め
に
か
け
て

県
内
で
三
つ
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
三
十
日
に
南
条
郡
（
南
条

町
・
今
庄
町
・
河
野
村
）
で
、
十

月
八
日
に
は
福
井
市
と
鯖
江
市
、

美
山
町
、
越
廼
村
、
清
水
町
に
よ

る
任
意
の
合
併
協
議
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
十
月
一
日
に
は
、
芦
原
町

と
金
津
町
に
よ
る
法
定
合
併
協
議

会
が
設
立
さ
れ
、
具
体
的
な
検
討

が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
丹
生
郡
の
四
町
村

（
朝
日
町
、
宮
崎
村
、
越
前
町
、

織
田
町
）
や
坂
井
郡
二
町
（
春
江

町
、
坂
井
町
）
で
は
準
備
会
な
ど

を
設
置
し
、
合
併
協
議
会
設
立
に

向
け
て
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
松
岡
町
で
は
今
月
十
日

に
、
合
併
の
是
非
や
市
町
村
の
枠

組
み
を
問
う
住
民
投
票
が
行
わ
れ

ま
す
。（
十
月
十
五
日
現
在
）

合
併
特
例
法
の
期
限
ま
で
二
年
四
カ

月
。
県
内
の
各
市
町
村
で
、
合
併
の
是

非
や
合
併
の
相
手
先
な
ど
に
つ
い
て
活

発
に
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

県
下
で
本
格
化

九月議会で市長が方針表明
「基本は奥越二市一村」

定例市議会で市長が示した、市町村合併に対
する基本的な考え方を紹介します。

・合併の是非について
市町村合併は社会の大きな流れである。今

後の人口予測や少子高齢化の進展を考えたと
き、いま合併することが大野市にとって有効
な手段

・合併の枠組みについて
広域的な行政課題、国や県の出先機関の配

置、経済団体などのつながり、行財政のスケ
ールメリットなどの観点から、奥越二市一村
の枠組みで任意の合併協議会を設置し、合併
の是非を検討することが望ましい

また上記二点に加え、市町村合併は地域の将
来を決める重要な課題であるため、相手先の事
情も十分理解し、市民とともに慎重に進める必
要があることも付け加えています。
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奥越二市一村の姿�奥越二市一村の姿�

「奥越地域市町村合併共同研究会」がまとめたデータを紹介します。�
�

◆概況（平成12年国勢調査）�

◆住民負担の比較�

パターン別合併特例債の試算�

単位：円�

単位：億円�

単位：千円�

大野市�

大野市�大野市�

自主�
財源�

比率�
％�

地方�
交付税�

比率�
％�

歳 入 総 額�

歳 出 総 額�

地方債残高�

積立金残高�

勝山市� 和泉村� 勝山市� 和泉村�

38,880�

10,829�

539.92

17,025,929�

6,471,796�

38.0�

5,612,288�

33.0�

16,295,543�

11,534,604�

4,252,485�

�

13,358,111�

5,358,034�

40.1�

4,372,659�

32.7�

13,082,725�

9,661,765�

2,392,721

2,904,496�

487,183�

16.8�

1,463,672�

50.4�

2,853,734�

2,852,818�

473,252

人　口（人）�

世帯数（世帯）�

面　積（km2）�

28,143�

7,914�

253.68

752�

284�

332.38

勝山市� 和泉村�

1人当たり国民健康保健税�
（平成13年度）�

介護保険料基準額（１カ月）�

都市計画税（税率）�

84,034 95,514 72,452

3,000 3,200 3,400

0.2% 0.3% －�

※都市計画税額（年）は課税標準額×税率で計算�
※保育料、上水道・簡易水道、公共下水道は、収入額による階層など料金の算定�
　方式が各市村により異なるため一律に比較することができませんでした。�

◆財政（平成12年度決算）�

合併特例法による主な優遇措置�
�

　平成17年３月31日までの合併で受けられる「市町村の
合併の特例に関する法律（合併特例法）」の主な優遇措
置を紹介します。�
合併特例債�

　　新しい市町村の建設事業や地域振興など、特に必要
　と認められるものについて、合併が行われた年度とそ
　の後10年度間は、費用の95％を地方債（借金）でまか
　なうことが出来ます。そのうち約７割は、のちのち国
　の負担となるため、市町村は約３分の１の負担で新し
　いまちづくりを行うことが可能となります。�
地方交付税の算定特例�

　　合併が行われた年度とその後10年度間は、合併前と
　同じ算定方法により地方交付税が交付されます。その
　ため急激な減額を避けることが可能です。�
合併市町村補助金�

　　合併後３年度間は、合併に伴う必要な事業に対し、
　補助金の交付を受けることができます。�

合 併 パ タ ー ン� �
大野市
勝山市
和泉村

大野市
勝山市

10年度間の
財政措置

借入限度額

243.1

230.8

161.5

81.6

23.0

21.9

15.3

7.7

179.3

170.3

119.2

60.1

18.3

17.4

12.2

6.1

70.9

67.4

47.2

23.7

12.2

11.6

8.1

4.1

国の負担分

市町村の負担��

借入限度額

国の負担分

市町村の負担��

10年度間の
財政措置

大野市
和泉村

合

併

特

例

債

�
�

建

設

事

業

�
�

市

町

村

振

興

�
�

※平成14年３月現在で試算
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五
月
下
旬
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
市
議
会
特
別
委
員

会
主
催
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
、
市
内
各
会
場
で
十
三

回
で
開
か
れ
ま
し
た
。
約
七
百
八
十
人
の
市
民
が
参
加

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
意
見
交
換
会
の
結
果

査
を
行
い
住
民
の
意
思
を
確
認

す
べ
き
で
あ
る

意
見
交
換
会
で
行
っ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
「
合
併
は
ど
う
推
進

す
べ
き
か
」
と
の
質
問
に
対
し

「
合
意
で
き
る
市
町
村
か
ら
合
併

す
べ
き
」
が
三
十
四
％
と
な
り
ま

し
た
。「
県
の
合
併
パ
タ
ー
ン
の

と
お
り
合
併
す
べ
き
」
の
九
％
と

合
わ
せ
、
四
十
三
％
の
人
が
合
併

に
対
し
て
前
向
き
な
考
え
方
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
「
こ
れ
ま
で
の

説
明
や
資
料
で
は
判
断
で
き
な

い
」
が
三
十
一
％
、「
各
市
町
村

の
意
向
が
決
ま
る
ま
で
待
つ
べ

き
」
が
十
六
％
と
、
四
十
七
％
の

人
が
合
併
に
対
し
て
慎
重
に
考
え

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
「
合
併
の
必
要
な
し
」
と

考
え
て
い
る
人
は
四
％
で
し
た
。

・
昔
か
ら
つ
な
が
り
の
あ
る
二
市

一
村
の
枠
組
み
で
合
併
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る

・
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
話
を
進
め

る
べ
き
。
ま
ず
は
和
泉
村
と
の

合
併
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

・
今
の
ま
ま
で
は
合
併
し
て
も
進

歩
が
な
い
。
地
域
の
活
性
化
を

考
え
な
が
ら
検
討
す
る
べ
き

・
市
町
村
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
が
わ
か
る
、
詳
し
い

資
料
が
ほ
し
い

・
財
政
が
苦
し
い
自
治
体
同
士
が

合
併
し
て
も
、
メ
リ
ッ
ト
は
あ

る
の
だ
ろ
う
か

・
地
方
交
付
税
だ
け
で
判
断
し
、

合
併
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

・
合
併
し
て
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
の
か
を
具
体
的

に
示
し
て
ほ
し
い

・
全
市
民
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調

八
日
）
を
行
っ
た
ほ
か
、
一
般
市

民
を
対
象
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
五
月
三
十
日
・
有
終
会
館
）
を

開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
市
議
会
の
市
町
村
合
併
調

査
研
究
特
別
委
員
会
主
催
に
よ
る

意
見
交
換
会
が
十
三
回
開
か
れ
、

そ
の
中
で
担
当
課
が
合
併
の
背
景

や
優
遇
措
置
な
ど
に
つ
い
て
詳
し

い
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
公
募
委
員
四
人
を
含

む
懇
話
会
（
四
月
三
十
日
〜
十
月

八
日
・
計
三
回
）
を
開
催
し
合
併

の
方
向
性
な
ど
を
審
議
。
市
長
へ

報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

と
合
併
研
究
会
を
設
け
、
効
果
や

問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
検
証
を
行

っ
て
い
ま
す
。

和
泉
村
で
は
、
合
併
村
民
懇
話

会
を
設
け
、
六
月
か
ら
九
月
に
か

け
六
回
の
会
議
を
開
催
。
懇
話
会

で
出
さ
れ
た
意
見
を
答
申
書
に
集

約
し
、
村
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
七
月
に
四
地
区
で
説

明
会
を
開
催
し
、
合
併
に
関
す
る

議
論
を
深
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
内
七
地
区
で
区
長

説
明
会
（
五
月
二
十
日
〜
七
月
十

昨
年
の
十
一
月
、
県
が
示
し
た

合
併
パ
タ
ー
ン
に
基
づ
き
、
当
市

と
勝
山
市
、
和
泉
村
で
「
奥
越
地

域
市
町
村
合
併
共
同
研
究
会
」
を

立
ち
上
げ
、
三
月
ま
で
四
回
に
わ

た
り
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

合
併
に
よ
る
効
果
や
問
題
点
な

ど
を
二
市
一
村
の
現
状
を
踏
ま
え

た
上
で
客
観
的
に
検
証
し
、
報
告

書
に
ま
と
め
て
各
首
長
に
提
出
し

ま
し
た
。

勝
山
市
で
は
、
七
月
に
市
内
十

地
区
で
座
談
会
を
開
催
し
、
合
併

に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
集

め
た
ほ
か
、
会
場
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
隣
接
し
て
い
る
上
志
比
村

交
換
会
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見

合
併
推
進
に
高
い
関
心

奥
越
地
域
こ
れ
ま
で
の
動
き

勝
山
市
・
和
泉
村
の
現
状

当
市
の
取
り
組
み

市町村合併懇話会の報告書
10月11日に提出された報告書の内容を紹介します。

合併の取り組みに当たっては、早急に協議の相手を

決めて、合併を想定した任意の合併協議会を設置して、

その中で合併の具体的な効果、問題点を明らかにし、

新しいまちづくりのビジョンを市民に示したうえで、

改めて合併の是非を判断していく必要がある。

市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長市長へ報告書を提出する稲山幹夫会長
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（５）2002.11  広報おおの

づ
く
り
や
合
併
し
た
場
合
の
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
合
併
の

是
非
に
つ
い
て
話
し
合
う
大
切
な

組
織
で
す
。

関
係
す
る
自
治
体
間
で
、
早
く

具
体
的
な
協
議
を
行
う
た
め
に

も
、
市
で
は
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

任
意
の
合
併
協
議
会
を
設
置
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
併
特
例
法
の
期
限
が
迫
り
つ

つ
あ
る
今
、
当
市
も
具
体
的
な
合

併
の
方
向
性
を
見
極
め
る
時
期
に

来
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
議

論
を
行
う
た
め
、
合
併
協
議
会
を

早
い
段
階
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

合
併
協
議
会
は
、
新
し
い
ま
ち

合
併
協
議
会
は
、
合
併
を
行

お
う
と
す
る
市
町
村
が
、
合
併

の
是
非
を
含
め
た
諸
事
項
に
つ

い
て
協
議
す
る
た
め
に
設
置
す

る
も
の
で
す
。

任
意
合
併
協
議
会
は
、
各
市

町
村
長
に
よ
り
任
意
で
設
置
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
法
定

合
併
協
議
会
は
法
律
に
基
づ
い

て
各
市
町
村
議
会
の
承
認
を
得

て
設
置
さ
れ
ま
す
。

任
意
の
協
議
会
で
は
、
合
併

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
調
査
や
研
究
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
市
町

村
間
で
の
約
束
事
（
協
定
）
を

結
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
て
法
定
の
協
議

会
は
、
新
市
町
村
建
設
計
画
や

財
政
計
画
な
ど
具
体
的
な
将
来

像
の
策
定
や
、
市
町
村
間
で
の

約
束
事
（
協
定
）
を
結
ぶ
こ
と

な
ど
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
国

や
県
か
ら
資
金
的
な
援
助
や
人

材
の
支
援
な
ど
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
任
意
合
併
協
議

会
と
法
定
合
併
協
議
会
は
、
ど

ち
ら
も
合
併
に
つ
い
て
話
し
合

う
大
切
な
組
織
な
の
で
す
。

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
協
議
の
場
を

調査時期　５月21日～９月10日�
調査方法　意見交換会の参加者に依頼し、�
　　　　　交換会終了後に回収�
総回収数　604件�

現時点であなたは市町村合併について�
どのように推進すべきだと考えますか�Q 今日の意見交換会に出席して、どのような�

感想を持たれましたか。（複数回答可）�Q

市町村合併に関するアンケート結果�
（抜粋）�

理解を深めて�
から合併の必要性�
を判断したい�

合意できる市町村�
から合併�

これまでの説明や�
資料では判断でき�
ない�

各市町村の意向が�
決まるまで待つ�

理解を深める�
ために情報が�
ほしい�

意見交換会や�
シンポジウムを�
　もっと開催�
　　すべき�

理解を�
　深めた�

合併の�
必要性を�
感じた�

合併の必要はない�
その他�その他�

27％�

22％�20％�

13％�34％�

31％�

16％�

9％�

4％�
6％�

12％�

3％�3％�
県の合併パターン�
のとおり合併�

合併の必要なし�

合併協議会で行うこと�

調査・研究� 新しいまちのビジョンの策定� 合併協議会で検討した�
内容を住民へ提供（広報）�

新しいまちのビジョンを�
テーマにした住民との�
意見交換�

合併の是非の決定� 市町村�
建設計画の策定�

1

4 5 6

2 3
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第
三
百
十
九
回
市
議
会
臨
時
会

が
十
月
七
日
に
開
か
れ
、
九
月
三

十
日
付
け
で
辞
職
し
た
藤
井
道
明

教
育
委
員
の
後
任
に
、
中
森
繁
夫

氏
を
任
命
（
新
任
）
す
る
こ
と
が

議
会
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ー
を
試
行
運
行
す
る
市
営
バ
ス

運
行
事
業
の
ほ
か
、
二
番
線
の
路

側
帯
を
拡
幅
・
着
色
し
、
歩
行
者

の
安
全
確
保
を
図
る
交
通
安
全
対

策
事
業
。
森
林
の
現
況
調
査
や
雑

草
木
の
刈
り
払
い
な
ど
を
行
っ
た

森
林
の
所
有
者
に
対
し
、
一
k

当

た
り
一
万
円
を
支
援
す
る
森
林
整

備
地
域
活
動
支
援
事
業
や
小
山
小

学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
を
設

置
す
る
小
学
学
校
施
設
整
備
事
業

な
ど
で
す
。

人
事
案
件
も
原
案
に
同
意

平
成
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日

で
任
期
が
満
了
す
る
人
権
擁
護
委

員
に
つ
い
て
、
候
補
者
と
し
て
松

田
八
重
子
さ
ん
を
推
薦
（
再
選
）

す
る
こ
と
が
議
会
で
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
会
計
で
は
歳
入
・
歳
出
に

そ
れ
ぞ
れ
三
億
三
千
二
百
二
十
八

万
三
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総

額
は
百
四
十
七
億
二
千
四
百
八
十

九
万
六
千
円
。
前
年
度
と
比
べ
て

二
・
二
％
の
減
で
す
。

主
な
事
業
は
路
線
バ
ス
木
本
・

掘
兼
線
の
沿
線
で
十
一
月
か
ら
三

カ
月
の
間
、
路
線
バ
ス
の
運
行
時

間
外
に
予
約
制
の
乗
り
合
い
タ
ク

第
三
百
十
八
回
定
例
市
議
会

が
、
九
月
十
一
日
か
ら
二
十
七
日

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。「
一
般
会

計
補
正
予
算
案
」
や
「
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

案
」
な
ど
二
十
三
議
案
を
審
議
。

二
十
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
・

承
認
・
同
意
さ
れ
、
決
算
認
定
議

案
が
二
件
が
継
続
審
査
に
、
一
議

案
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

9月補正 一般会計の主な事業

◆総務費
・交通安全対策事業（二番線路側帯着色工事など）… 7,200千円

◆衛生費
・クリーンセンター補修事業（焼却炉の修繕）……… 7,000千円

◆農林水産業費
・きらり輝く中山間地域づくり事業
（スターランドさかだに園内整備など）…………… 9,879千円

・森林整備地域活動支援事業……………………………38,803千円
◆商工費
・市営バス運行事業（乗合タクシーの試行運転）…… 2,117千円

◆土木費
・まちなみづくり推進事業
（フォレストタウン内公共施設分用地費）…………39,210千円

◆教育費
・小学校施設整備費事業
（小山小学校コンピューター室などの増改築工事）
……………………………………………………………11,067千円

・埋蔵文化財発掘調査事業
（旧大野高校跡地発掘調査測量図化）………………… 3,500千円

◆災害復旧費
・市道や林道、農業施設の復旧工事など………………35,629千円

定 例
市 議 会

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
試
行
運
行
な
ど

一
般
会
計
に
三
億
三
千
万
円
余
り
を
追
加

教
育
委
員
任
命
に
同
意

臨
時
市
議
会

松田八重子さん
（65歳　城町）

第319回臨時市議会で教育委員任命の同意を得た中

森繁夫氏が、10月9日に開かれた臨時教育委員会で教

育長に任命され、第14代教育長に就任しました。

前任の藤井道明氏は、平成7年１月10日から7年9カ

月教育長を務め、学校教育の振興や生涯学習の推進

に大きな功績を残されました。

【中森教育長の略歴】

昭和36年3月横浜国立大学学芸学部卒業。奥越青少

年の森所長、有終西小学校校長、開成中学校校長を

歴任。平成11年4月からは、学校教育課長を務めてい

ました。

中森繁夫氏が
教育長に就任
（64歳　中挟三丁目）

嘱
託
職
員
（
十
月
八
日
付
け
）

【
教
育
委
員
会
】
▼
学
校
教
育

課
長
・
萩
原
彦
昭

退
職
者
（
十
月
七
日
付
け
）

【
嘱
託
職
員
】
▼
中
森
繁
夫

（
学
校
教
育
課
長
）

人
事
異
動
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市職員などの給与�市職員などの給与�
　�　市職員などの給与は、地方自治法および地方公務員法の規定に基づき、市の条例で定めら
れています。平成13年度に支給された市長など市三役・市議会議員・市職員の給料（報酬）
や手当、職員数などの状況です�

●人件費の状況� （平成13年度普通会計決算）�

住民基本�
台帳人口�
（H14.3.31）�
 39,713人�

千円�
14,875,327

千円�
2,994,175

　�
20.1％�

　�
18.6％�

歳出額�
（Ａ）�

人件費�
（Ｂ）�

人件費率�
（B/A）�

Ｈ12年度�
人件費率�

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます�

※国の数値は平成13年４月１日現在�

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している�
　場合の勤務年数をいいます�

●特別職の報酬等の状況�（平成14年４月１日現在）�

（平成14年４月１日現在）�

●一般行政職の級別職員数�（平成14年４月１日現在）�

●定員の状況� （各年４月１日現在）�

区　　分�

一 般 行 政�
特別行政（教育）�
公営企業等会計�
　 合　　計�

252�
89�
22�
363

244�
87�
28�
359

243�
86�
28�
357

Ｈ12年� Ｈ13年� Ｈ14年�
職　　員　　数�

※臨時・嘱託職員を除いた職員数です�

区　分�

区 分�

区 分�

市　長�
助　役�
収入役�

議　長�
副議長�
議　員�

937,000円�
764,000円�
662,000円�

448,000円�
377,000円�
357,000円�

給料月額� 期末手当（13年度支給割合）�

区　分� 報酬月額�

６月期　1.45カ月�

12月期　1.55カ月�

３月期　0.55カ月�

　計　　3.55カ月�

●職員の平均給与月額と平均年齢�

大野市�
国�

一般行政職� 技能労務職�
平均給料月額  平均年齢�
31万2,940円  38.3歳�
32万9,470円  40.2歳�

平均給料月額  平均年齢�
29万9,110円  45.4歳�
29万　508円  48.7歳�

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額�

高校卒�

大学卒�

141,900円�

163,800円�

181,400円�

205,300円�

230,300円�

 277,900円�

417,100円�

443,300円�

初任給� 経験5～6年�経験10～14年�経験25～29年�

職員数�
213人�

保育士・保健師など�
の職および技能職�

を除く�

１級 �
主事補・技師補�
4人(1.9％)

９級　部長�
6人(2.8%)

２級 �
主事・技師�
26人�
(12.2％)

３級�
主事・技師�
47人�
(22.1％)

４級�
主査・主事・技師�
27人(12.7％）�

５級�
係長・主査�
17人(8.0％)

７級�
課長補佐�
21人(9.8％)

８級�
課長�
22人�
(10.3％)

６級 �
課長補佐・係長�
43人(20.2％)

職員全体に占める手当支給職員の割合�

支 給 総 額�

職員１人当たりの平均支給年額�
(管理職などを除く301人)

40.9％�
（38.6％）�

6万7,550円�
（7万2,910円）�

7,813万1千円�
（8,107万5千円）�

26万円�
（26万7千円）�

25種類�
（25種類）�

支給対象職員１人当たりの平均支給年額�

手　　　　　　　当　　　　　　　数�

※職員に支給されている主な手当�
　①保育業務手当　②清掃業務手当　③税務事務手当　④社会福祉�
　業務手当　⑤幼児教育業務手当　⑥大型特殊自動車運転業務手当�

●職員給与費の内訳� （平成14年度一般会計予算）�

給　料� 計�職員手当�期末・�勤勉手当�
職員１人�
当たり�

給　　　与　　　費�

※職員一人当たり給与費は、一般会計予算の職員数（329人）で計算�

千円�
1,265,217�
63.7％�

千円�
179,113�
 9.0％�

千円�
542,382�
27.3％�

千円�
1,986,712

千円�
6,039

�

●主な職員手当の状況�
（1）期末･勤勉手当�

区分�
６月期�
12月期�
３月期�
計�

1.45カ月�
1.55カ月�
0.55カ月�
3.55カ月�

0.60カ月�
0.55カ月�
－�

1.15カ月�

2.05カ月�
2.10カ月�
0.55カ月�
4.70カ月�

期末手当� 勤勉手当� 計�

※職制上の段階、職務の級などによる加算措置があります�
�

（2）退職手当�

区　　分�

勤 続 2 0 年�
勤 続 2 5 年�
勤 続 3 5 年�
最高支給限度額�

21カ月�
33.75カ月�
47.5カ月�
60カ月�

28.875カ月�
44.55カ月�
62.7カ月�
62.7カ月�

支　給　率�
自己都合� 勧奨・定年�

�１人当たり平均支給額� 2,664万9千円�

（3）特殊勤務手当� （　）内は12年度�

（4）時間外勤務手当� （　）内は12年度�
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皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（165・7333）
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保
健センタ

ー
健
康通信

保
健センタ

ー
健
康通信

保
健センタ

ー
健
康通信

保
健センタ

ー
健
康通信

保
健センタ

ー
健
康通信

保
健センタ

ー
健
康通信

保
健センタ

ー
健
康通信

保
健センタ

ー
健
康通信

2002.11№164

「いい歯」でイキイキ！

上
の
グ
ラ
フ
は
、
県
と
当
市
の

三
歳
で
虫
歯
に
か
か
っ
て
い
る
子

ど
も
の
率
を
表
し
た
も
の
で
、
当

市
の
子
ど
も
に
は
虫
歯
が
多
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
幼
児
期
か
ら

「
い
い
歯
」
を
守
る
た
め
、
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
「
い
い
歯
」
は
毎
日
の
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
か
ら
。
歯
を
み
が
く
習

慣
を
幼
児
期
か
ら
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
指
導
し
ま
し
ょ
う

・
炭
酸
飲
料
や
清
涼
飲
料
水
な
ど

は
、
甘
く
飲
み
心
地
が
よ
い
た

め
、
つ
い
つ
い
飲
み
す
ぎ
て
し

ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
飲
み
物
に
は
、

想
像
以
上
に
糖
分
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
乳
歯
が
生
え
出
す
こ
ろ
か
ら
フ

ッ
素
塗
付
を
受
け
る
の
も
歯
を

守
る
た
め
に
効
果
的
。
保
健
セ

ン
タ
ー
で
は
四
〜
五
歳
児
を
対

象
に
、
年
二
回
フ
ッ
素
塗
布
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
歯
科
医
院
で
も
フ
ッ
素

塗
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
十
五

歳
ぐ
ら
い
ま
で
年
に
二
回
程
度

の
塗
布
を
お
勧
め
し
ま
す
。
市

販
の
フ
ッ
素
配
合
歯
み
が
き
剤

の
使
用
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

歯
が
抜
け
る
原
因
の
一
つ
歯
周

病
。
歯
ぐ
き
が
炎
症
を
お
こ
し
た

り
、
歯
を
支
え
る
骨
が
弱
っ
た
り

す
る
こ
と
で
歯
が
抜
け
て
し
ま
う

病
気
で
す
。
こ
の
よ
う
な
病
気
を

予
防
し
「
い
い
歯
」
と
長
く
付
き

合
う
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・
毎
日
の
歯
み
が
き
に
加
え
、
歯

間
ブ
ラ
シ
や
糸
よ
う
じ
（
デ
ン

タ
ル
フ
ロ
ス
）
を
利
用
し
ま
し

ょ
う
。
歯
ぐ
き
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

効
果
で
血
行
が
よ
く
な
り
、
歯

を
支
え
る
力
を
強
く
し
ま
す

・
乳
製
品
、
小
魚
な
ど
で
積
極
的

に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
り
、
強
い

歯
を
作
り
ま
し
ょ
う

・
歯
こ
う
（
プ
ラ
ー
ク
）
が
た
ま

ら
な
い
よ
う
、
年
二
回
程
度
、

歯
科
医
院
な
ど
で
歯
石
を
取
る

と
効
果
的
で
す

「
い
い
歯
」
と
長
く
付
き
合
う

に
は
毎
日
の
心
が
け
に
加
え
、
定

期
的
な
検
診
も
大
切
で
す
。
健
康

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
八
十
歳

で
自
分
の
歯
を
二
十
本
保
つ
「
８

０
２
０
運
動
」
に
家
族
で
取
り
組

ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

（％）
60.0

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

県平均
大野市

三歳で虫歯にかかっている子どもの率

Ｈ９ Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12

39.8
46.2

37.7

47.2

34.5 35.2 33.3 36.1

～ちょっと気になる健康料理～

食生活改善推進員（若葉会）の皆さんがお勧めする、
野菜をたっぷりと取れる料理を紹介します。

～鶏肉と野菜のワイン蒸し～
①鳥肉は適当な大きさに切り、皮と身にそれぞれ包丁
を入れ、塩・コショウする

②サツマイモ、ニンジン、ピーマンは千切りに。タマ
ネギは薄切り。塩・コショウをして片栗粉をまぶす

③鳥肉は先に皮を下に入れ、ふたをして中火で焼き色
がつく程度に両面を焼く（フライパンには油をひか
ず、鳥肉から出る油で焼きましょう）

④溶け出た余分な油をキッチンペーパーなどで吸い取
り、肉の上に②の野菜を乗せ、周りにワインを注ぐ。
ふたをして野菜がしんなりするまで蒸し焼きに

⑤皿に盛り付け、刻みパセリを彩りよくまぶす

十
一
月
八
日
は
「
い
い
歯
の
日
」。
い
く
つ
に
な

っ
て
も
、
自
分
の
歯
で
食
事
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

は
健
康
の
第
一
歩
。
今
回
は
「
い
い
歯
」
を
守
る
方

法
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

大
人
の
場
合

子
ど
も
の
場
合

準備する材料（４人分）
鳥肉（胸） 320㌘　　塩　少々
サツマイモ　80㌘　　粗びき黒コショウ　少々
ニンジン　60㌘　　　片栗粉　大さじ１強
ピーマン　60㌘　　　白ワイン　60㍉㍑
タマネギ　80㌘　　　刻みパセリ　適宜

目
標
は
八
十
歳
で
二
十
本
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消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ166・1111 内線464（ ）
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市
販
さ
れ
て
い
る
一
回
使
い
切

り
タ
イ
プ
の
殺
虫
剤
に
は
、
一
缶

に
約
二
f

の
殺
虫
成
分
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ス
プ
レ
ー
式
の
殺
虫
剤

に
換
算
す
る
と
、
約
一
本
分
（
三

百
a

m

入
り
）
に
含
ま
れ
る
量
に

相
当
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
タ
イ
プ
の
殺
虫
剤
は
、
短

時
間
に
大
量
の
殺
虫
成
分
を
部
屋

全
体
に
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
で
、

ハ
エ
や
ゴ
キ
ブ
リ
を
は
じ
め
、
ダ

ニ
や
ノ
ミ
な
ど
の
細
か
い
害
虫
ま

で
を
駆
除
す
る
の
で
す
。

そ
の
成
分
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
中

に
は
農
薬
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も

の
と
、
同
じ
成
分
が
含
ま
れ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

１１回回使使いい切切りりタタイイププのの殺殺虫虫剤剤

一
般
的
に
体
重
五
十
i

の
人
が

一
日
に
摂
取
し
て
も
体
に
害
が
な

い
と
さ
れ
る
農
薬
や
殺
虫
剤
の
量

は
、
一
・
〇
〜
三
・
五
a

f

と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
一
回
使
い
切
り
タ
イ

プ
の
殺
虫
剤
を
使
う
場
合
に
は
そ

の
取
り
扱
い
に
十
分
に
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
回
使
い
切
り
タ
イ
プ
の
殺
虫

剤
は
、
殺
虫
成
分
が
部
屋
中
に
拡

散
し
ま
す
。
そ
の
た
め
食
器
や
食

べ
物
、
貴
金
属
類
や
衣
類
、
ふ
と

ん
な
ど
体
に
直
接
触
れ
る
も
の
な

ど
を
、
あ
ら
か
じ
め
部
屋
か
ら
移

動
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
植
物
や
水
槽
な
ど
動
植
物

類
も
移
動
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家
具
や
電
化
製
品
な
ど
移
動
で

き
な
い
も
の
は
、
カ
バ
ー
を
か
け

る
な
ど
の
直
接
成
分
が
付
か
な
い

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

殺
虫
剤
を
使
用
し
た
直
後
は
、

部
屋
中
に
殺
虫
成
分
が
充
満
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
じ
ゅ
う
ぶ

ん
に
換
気
を
行
い
、
空
気
中
の
殺

虫
成
分
を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

壁
や
床
、
カ
ー
テ
ン
、
家
具
や

電
化
製
品
な
ど
に
付
着
し
た
成
分

は
、
換
気
で
取
り
除
く
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
ふ
き
取
り
掃
除
な
ど

を
行
い
、
表
面
に
つ
い
た
成
分
を

取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

特
に
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
床
板

部
屋
の
場
合
、
歩
い
た
り
座
っ
た

り
と
、
直
接
体
に
触
れ
る
機
会
が

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
念
入
り
に

ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

も
し
誤
っ
て
空
気
中
の
殺
虫
成

分
を
吸
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
新
鮮
な
空
気
が
あ
る

と
こ
ろ
へ
移
動
し
、
深
呼
吸
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も
な
ど
が

誤
っ
て
口
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
う
が
い
な
ど
で
成

分
を
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。
も
し

呼
吸
困
難
な
ど
の
症
状
が
出
る
場

合
は
、
医
療
機
関
で
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
と
き
に
容
器

や
説
明
書
な
ど
、
飲
ん
で
し
ま
っ

た
成
分
が
分
か
る
も
の
を
持
参
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
の
中
の
ダ
ニ
や
ノ
ミ
な
ど
、
い
や
〜
な
害
虫
を
一

網
打
尽
に
し
て
く
れ
る
「
一
回
使
い
切
り
タ
イ
プ
」
の

殺
虫
剤
。
し
か
し
部
屋
の
隅
々
に
ま
で
殺
虫
成
分
が
拡

散
す
る
こ
と
か
ら
、
使
用
し
た
後
に
皮
膚
や
呼
吸
器
の

異
常
に
悩
ま
さ
れ
た
な
ど
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

ス
プ
レ
ー
式

約
一
本
分
の
殺
虫
成
分

使
う
前
に
部
屋
を
準
備

じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
換
気
と

ふ
き
取
り
掃
除

誤
っ
て
体
に
入
っ
た
ら
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ご
み
の
分
別
回
収
に
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
で
、
ご
み
の
処

理
な
ど
に
掛
か
っ
た
費
用
は
約
五

億
円
。
一
世
帯
当
た
り
に
す
る
と

約
四
万
円
の
費
用
が
掛
か
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

重
量
で
計
算
す
る
と
、
一
h

当

た
り
に
掛
か
る
処
理
費
用
は
約
三

万
七
千
円
。
一
つ
の
ご
み
袋
の
重

さ
を
五
〜
六
i

程
度
と
す
る
と
、

一
袋
で
約
二
百
円
の
費
用
が
掛
か

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
市
で
出
さ
れ
る
ご
み
の
全
体

量
は
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
平
成
元
年
と
平
成
十
三
年
の

「
一
人
一
日
当
た
り
排
出
量
」
を

比
較
す
る
と
約
一
・
二
六
倍
に
ま

で
増
え
て
い
ま
す
。

ご
み
を
分
別
し
て
出
す
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
一
番
大
切
な
の
は

ご
み
を
出
さ
な
い
こ
と
。

買
い
物
に
袋
（
マ
イ
バ
ッ
グ
）

を
持
参
す
る
こ
と
や
過
剰
な
包
装

を
断
る
こ
と
、
中
身
だ
け
売
っ
て

い
る
詰
め
替
え
製
品
を
積
極
的
に

購
入
す
る
こ
と
な
ど
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
ご
み
の
減
量
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
1
65
・
６
１
２
０
）
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平
成
十
三
年
度
に
当
市
で
出
さ

れ
た
ご
み
の
量
は
、
約
一
万
三
千

h

。
そ
の
う
ち
約
三
千
h

が
資
源

ご
み
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、

残
り
の
約
一
万
h

に
つ
い
て
は
、

焼
却
や
埋
め
立
て
な
ど
の
処
理
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
一
世
帯
当
た
り
に
す
る

と
一
週
間
に
約
二
十
i

の
ご
み
が

出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
四
i

が
資
源

ご
み
に
、
残
り
の
十
六
i

が
焼
却

や
埋
め
立
て
な
ど
で
処
理
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
十
六
i

の
中
に
、

資
源
ご
み
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
も
の
が
ま
だ
ま
だ
含
ま
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
菓
子
の
箱
や
封
筒
な
ど
、
分

け
る
の
が
面
倒
で
ご
み
箱
へ
捨
て

て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
基
本
は
「
捨
て

れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
」。

今
年
の
九
月
、
日
吉
町
に
ま
ち

な
か
博
物
館
「
末
吉
町
庵
（
す
い

っ
ち
ょ
う
あ
ん
）」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ま
ち
な
か

の
魅
力
再
発
見
や
発
信
な
ど
を
目

的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
平
成
美

濃
街
道
物
語
実
行
委
員
会
が
、
物

置
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
を

借
り
整
備
し
た
も
の
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
「
大
野
明
倫
館
ま

ち
づ
く
り
学
科
」
の
修
了
生
を
中

心
に
現
在
約
三
十
人
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
受
講
中
に
学
科
生
か
ら
〃
ま

ち
づ
く
り
に
は
人
が
集
ま
っ
て
話

の
で
き
る
場
所
が
重
要
だ
〃
と
い

う
こ
と
と
〃
大
正
や
昭
和
な
ど
懐

か
し
い
物
が
、
だ
ん
だ
ん
と
失
わ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
〃
と
い

う
話
が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

家
庭
に
眠
る
〃
お
宝
〃
の
展
示
が

で
き
、
人
が
集
ま
れ
る
よ
う
な
施

設
が
作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い

（１０）

平成美濃街道物語
実行委員会

������������������������������������������������

う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
委

員
長
の
山
本
正
門
さ
ん
。

メ
ン
バ
ー
は
ま
ず
身
近
な
「
お

宝
」
と
は
何
か
、
を
広
く
知
っ
て

も
ら
お
う
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
か
つ
て
主
要
道
と

し
て
栄
え
た
美
濃
街
道
の
歴

史
に
注
目
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

や
実
際
に
歩
い
て
調
査
し
た

結
果
を
ま
と
め
、
四
月
に

「
越
前
大
野
散
策
地
図
」
と

し
て
発
刊
し
ま
し
た
。

「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
行
っ
た

先
で
、
宝
を
取
り
に
来
た
と

勘
違
い
さ
れ
困
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
で
も
そ
の
よ

う
な
何
も
無
い
と
こ
ろ
か
ら

の
会
話
か
ら
人
と
人
と
の
交

流
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
、
活

動
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い

ま
す
」
と
会
員
の
皆
さ
ん
。

こ
の
よ
う
な
施
設
を
さ
ら

に
増
や
し
、
交
流
の
場
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
意
欲
満
々
。
一

月
か
ら
三
月
を
除
く
毎
月
第
二
土

曜
日
（
午
後
一
時
〜
四
時
）
と
日

曜
日
（
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
）

に
一
般
開
放
す
る
と
の
こ
と
。
興

味
の
あ
る
人
は
委
員
長
の
山
本
さ

ん
（
1
65
・
２
０
０
１
）
ま
で
。

博
物
館
を
拠
点
に
人
の
交
流
を

今月のスナップ

おめでとう世界３位
武井藍さん　パワーリフティングの
世界サブジュニア女子56㌔級で銅

ごみ？ゴミ？⑧
平成十三年度ごみ白書

■「広報おおの」では、皆さんの

活動や意見など、さまざまな内容

を募集しています。あなたも紙面

に参加しませんか。

〒９１２－８６６６大野市天神町

１－１市役所秘書広報課広報広聴

係（166・１１１１内線４４０）

yamabiko@city.ono.fukui.jp

費
用
は
一
袋
約
二
百
円

一
世
帯
当
た
り

一
週
間
で
約
二
十
i

ま
ず
減
ら
す
工
夫
を
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上
庄
小
学
校
の

三
年
生
が
「
上
庄

の
達
人
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
」
と
題
し
、

地
域
の
人
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
ん
で
い
ま
す
。

最
初
は
達
人
を

探
す
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た

結
果
、
わ
ら
細
工
や
押
し
花
、
お

菓
子
作
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
達

人
を
発
見
。
一
学
期
は
、
押
し
花

を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

達
人
を
招
く
前
に
、
押
し
花
に

つ
い
て
「
ど
ん
な
も
の
か
」
「
ど

う
や
っ
て
作
る
の
か
」
な
ど
基
本

的
な
こ
と
を
調
査
。
そ
の
後
、
達

人
と
相
談
し
、
押
し
花
で
飾
っ
た

コ
ー
ス
タ
ー
と
し
お
り
作
り
に
挑

戦
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

押
し
花
作
り
で
は
、
少
し
で
も

き
れ
い
な
色
で
作
ろ
う
と
、
当
日

2002.11  広報おおの （１1）
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の
朝
、
早
起
き
し
て
摘
ん
だ
花
を

持
ち
寄
り
、
水
分
を
抜
く
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

次
は
い
よ
い
よ
コ
ー
ス
タ
ー
と

し
お
り
の
飾
り
付
け
、
考
え
て
お

い
た
デ
ザ
イ
ン
に
沿
っ
て
丁
寧
に

花
を
並
べ
て
い
き
ま
す
。
息
を
す

る
だ
け
で
飛
ん
で
し
ま
う
軽
い
押

し
花
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
全

員
が
楽
し
く
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

二
学
期
は
、
わ
ら
細
工
を
学
ぶ

予
定
で
す
。
達
人
か
ら
学
ん
で
、

お
正
月
に
飾
る
し
め
縄
飾
り
を
作

ろ
う
と
、
み
ん
な
今
か
ら
張
り
切

っ
て
い
ま
す
。

◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆

上庄の達人ウオッチング！

上庄小学校三年生

図書館�の�本�

突然トラックにはねられて＜死

者の国＞に来てしまった少年ハリ

ーが、不思議な死の世界に戸惑い

ながらも、やり残した思いを伝え

るため幽霊となって＜生者の国＞

目指して青空の向こうから降りて

くる物語です。

幽霊になってはじめて気付く友

人や家族の大切さなど、主人公の

少年が繰り広げる物語から「生き

ている今を大切にしよう」という

メッセージが伝わってくるような

心温まる一冊です。

『青空のむこう』

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
練
習
す

る
量
が
増
え
た
こ
と
と
、
上
級
生

な
ど
自
分
よ
り
実
力
の
あ
る
選
手

と
一
緒
に
練
習
を
す
る
機
会
が
多

く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
今
回
の
結

果
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
」
と
父
親
の
憲
昭
さ
ん
。

昨
年
も
全
国
大
会
に
出
場
し
た

経
験
を
持
つ
香
澄
さ
ん
。
そ
の
と

き
は
予
選
リ
ー
グ
で
敗
退
し
、
と

て
も
悔
し
か
っ
た
と
の
こ
と
。
今

年
は
八
強
入
り
を
目
標
に
掲
げ
、

練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

「
全
国
大
会
で
は
、
あ
ま
り
緊

張
し
な
い
で
普
段
ど
お
り
の
プ
レ

ー
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
練
習

は
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
け
ど
、
試
合

に
勝
っ
た
と
き
は
最
高
に
う
れ
し

い
で
す
」
と
に
っ
こ
り
。
今
後
の

活
躍
が
楽
し
み
で
す
ね
。

電子メールで市民提案　E-mail yamabiko@city.ono. fukui. jp

こんにちは�こんにちは�こんにちは�

明
珍
香
澄
さ
ん
は
、
九
月
六
日

か
ら
九
日
に
か
け
て
北
海
道
帯
広

市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
全

日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
ホ
ー
プ

ス
・
カ
ブ
・
バ
ン
ビ
の
部
）」
の

バ
ン
ビ
女
子
の
部
に
出
場
し
、
見

事
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

全
日
本
卓
球
バ
ン
ビ
女
子
で
三
位

明
珍
香か

澄す
み

さ
ん
（
有
終
東
小
二
年
・
美
川
町
）

大
会
で
は
男
女
別
に
小
学
二
年

生
以
下
が
「
バ
ン
ビ
」、
三
〜
四

年
生
が
「
カ
ブ
」、
五
〜
六
年
生

が
「
ホ
ー
プ
ス
」
と
各
部
門
に
分

か
れ
て
競
技
が
行
わ
れ
、
バ
ン
ビ

女
子
の
部
に
は
全
国
か
ら
百
四
十

七
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

香
澄
さ
ん
が
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
幼
稚
園
の
こ

ろ
、
お
姉
さ
ん
が
通
う
地
域
の
卓

球
教
室
へ
遊
び
に
行
っ
た
の
が
最

初
だ
そ
う
で
す
。
平
成
十
三
年
か

ら
は
市
内
に
発
足
し
た
小
・
中
学

生
を
中
心
と
し
た
卓
球
ク
ラ
ブ

「
大
野
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
」
に
所

属
、
週
三
回
の
練
習
で
技
を
磨
い

て
い
ま
す
。

「
卓
球
教
室
に
通
っ
て
い
る
と

き
は
週
一
回
だ
っ
た
練
習
が
、
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
か
ら
週
三
回
に
な

アレックス・シアラー　著

金原瑞人　訳　　求龍堂　出版

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

押し花の作品を手にハイチーズ押し花の作品を手にハイチーズ押し花の作品を手にハイチーズ押し花の作品を手にハイチーズ押し花の作品を手にハイチーズ押し花の作品を手にハイチーズ押し花の作品を手にハイチーズ押し花の作品を手にハイチーズ押し花の作品を手にハイチーズ押し花の作品を手にハイチーズ押し花の作品を手にハイチーズ押し花の作品を手にハイチーズ押し花の作品を手にハイチーズ押し花の作品を手にハイチーズ押し花の作品を手にハイチーズ押し花の作品を手にハイチーズ押し花の作品を手にハイチーズ
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2002.11  広報おおの

秘書広報課広報広聴係166・1111

（１2）

�話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

ねんりんの里オープン
市シルバー人材センターが、六間通りの

空き店舗を活用した活動拠点「シルバーハ

ウスねんりんの里」を９月22日にオープン

しました。会員手作りの手芸品や新鮮野菜、

花苗、竹炭枕などの販売ほか、刃物研ぎや

フリーマーケットなどが行われます。オー

プン時間は午前９時～午後３時です。

おや？木製のバス停

健康づくりの推進に向けた「健康フォーラム」が10月

５日、有終会館で行われました。これは例年、保健推進

員を対象に行ってきた講演会を、食生活改善推進員連絡

協議会、市の共催とし、参加型のイベントとして開催し

たものです。会場に集まった約１５０人は、市民４人の

体験発表や「21世紀の健康ーあなたが主役」と題して行

われた講演などに熱心に聞き入っていました。

考えよう健康づくり

10月１日の路線バスダイヤ改正に合わせ、市街地

のバス停が木製に変わりました。市森林組合の協力

で杉の間伐材を有効活用したもので、新設の停留所

を含む21カ所に設置しました。また同時に白山線、

勝原線、六呂師線、木本・堀兼線、大矢戸線の５路

線について、市街地各方面を網羅するようルートの

見直しが行われました。

庄林で中部縦貫道の路線測量
中部縦貫道の着工に向け９月下旬、庄林地係（０.４

㌔）の中心線を測量するくい打ち作業が完了しました。

この路線測量により市内全区間（３.３㌔）の測量が終

了しました。今後、これらの測量結果に基づき、設計

協議に必要な図面の作成などが行われます。

保健、医療、福祉サービスの拠点づくりに向けた
検討委員会の初会合が９月25日に行われました。こ
の日は医師会や社会福祉協議会、保健推進員や障害
者団体、学識経験者など２０人を委員に委嘱。来年
度末を目標に構想の素案をまとめていきます。

福祉など総合拠点へ初会合
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2002.11  広報おおの （１3）

身近な話題をお知らせください。

�話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

小学生と芸術家が交流

「水」テーマの陶芸作品展
さんずい展（10月６日　平成大野屋・御清水・義景公園）

郷土ゆかりの演奏家がクラシック

作家が一定期間地域に滞在し

創作活動を行う「アーティスト

・イン・レジデンス」の大野版

「大野アート・ウエーブ」の作品

が完成し、10月６日に平成大野

屋中庭で「さんずい展」とジョ

イントして展示が行われました。

今後、場所が決まり次第、正

式に作品の設置が行われます。

ふるさとの星輝きコンサート（９月22日　文化会館）

作品の説明を行う湊谷さん

高さ約７㍍　岩本さんの作品

六呂師小を訪問（９月18日）造形作家の岩本宇司さん

阪谷小を訪問（９月19日）ガラス作家の湊谷源邦さん

芸術の芸術の　 　ininおおのおおの芸術の芸術の　 　ininおおのおおの
　９月中旬から10月上旬にかけ、市内各地でさまざまな
芸術に関するイベントが行われました。

大野アート
・ウエーブ
大野アート
・ウエーブ
大野アート
・ウエーブ

Ｈ14．11月号  02.10.28 5:30 PM  ページ 5



地下水の節水と
再利用にご協力を

10月16日、地下水注意報発令！

皆さん、市街地の地下水位が低下していま

す。春日公園の基準観測井では、昨年同時期

と比べ１㍍ほど水位が下がっており、この時

期としては過去最低を記録しています。これ

から本格的な降雪期に向け、地下水位の低下

による家庭用井戸の水枯れが心配されます。

生活用水を守るため、
次のことを心がけましょう

・水の出しっぱなしはしない

・道路、駐車場への散水はしない

・洗車などの回数を減らす

・洗濯は、ふろの残り湯を利用する

・そのほか節水に努める

規
格

14
×
８
b

価
格

４
３
０
円

発
行
予
定

11
月
中
旬

内
容

日
記
編
＝
月
間
予
定
表
、

日
記
な
ど
▼
資
料
編
＝
全
国
・

県
・
市
町
村
主
要
統
計
な
ど
▼

名
簿
編
＝
県
庁
・
市
町
村
・
中

央
官
公
庁
所
在
地
な
ど
▼
生
活

便
覧
＝
県
内
観
光
地
、
文
化
施

設
、
住
所
録
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
情
報
管

理
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線

２
４
８
）

最
低
賃
金
制
は
法
律
に
基
づ
き

国
が
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め
る

も
の
で
、
使
用
者
は
、
そ
の
最
低

賃
金
額
以
上
を
労
働
者
に
支
払
わ

2002.11  広報おおの

お
知
ら
せ�
お
知
ら
せ�

だ
さ
い
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務

課
資
産
税
係
（
1
66
・
１
１
１

１
内
線
４
２
５
）

障
害
基
礎
年
金
は
、
病
気
や
け

が
で
障
害
者
と
な
っ
た
人
に
支
給

さ
れ
る
年
金
で
す
。

支
給
が
受
け
ら
れ
る
の
は

①
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

②
障
害
認
定
日
（
初
診
日
か
ら
１

年
６
カ
月
を
経
過
し
た
日
、
ま

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
に
所
有
し
て
い
る
、
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
に
つ
い
て
課
税
さ

れ
ま
す
（
課
税
の
基
準
日
）。

建
物
の
取
り
壊
し
、
新
増
築
・

売
買
・
贈
与
な
ど
を
行
い
未
登
記

の
場
合
は
、
必
ず
市
役
所
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
無
い
場
合
、
継
続
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く 11月

た
は
症
状
が
固
定
し
た
日
）
に

１
級
、
ま
た
は
２
級
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
人

③
初
診
日
前
に
加
入
期
間
の
３
分

の
２
以
上
保
険
料
を
納
め
て
い

る
人
（
免
除
期
間
を
含
む
）

で
す
。
ま
た
、
20
歳
前
に
初
診
日

が
あ
る
障
害
に
つ
い
て
も
支
給
さ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
年
金
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
５
）

11
月
の
農
地
相
談
会
の
日
程
が

左
記
の
と
お
り
変
わ
り
ま
し
た
。

11
月
28
日
l

↓

11
月
27
日
k

時
間
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
と

場
所
（
市
役
所
小
会
議
室
）
に
つ

い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
変
更
は
今
回
の
み
で
、
12

月
〜
平
成
15
年
３
月
は
通
常
ど
お

り
第
４
木
曜
日
に
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事

務
局
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線

３
１
１
）

「
平
成
15
年
版
福
井
県
民
手
帳
」

が
、
市
内
の
書
店
と
市
役
所
（
行

政
資
料
室
）
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

建
物
の
取
り
壊
し
や

売
買
に
は
届
け
出
を

税
務
課

（１4）

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。

な
お
今
回
の
改
定
で
最
低
賃
金
が

時
間
額
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

時
間
額

６
４
２
円

効
力
発
生
日

10
月
１
日

問
い
合
わ
せ
先

福
井
労
働
局
賃

金
室
（
1
０
７
７
６
・
22
・
２

６
９
１
）
ま
た
は
大
野
労
働
基

準
監
督
署
（
1
66
・
３
８
３
８
）

障
害
基
礎
年
金
の
受
給

市
民
課

県
民
手
帳
の
販
売
開
始総

務
課

農
地
相
談
会
の
日
程
変
更

農
業
委
員
会

県
最
低
賃
金
の
改
定

福
井
労
働
局

★火災・救急の区別をハッキリと�
　「火事です」「救急です」�
★場所を正しく�
　住所、近くの目標物を詳しく伝えて�
　ください。�
★状況を正確に�
　何が燃えているのか�
　病人・けが人の状態は�
★あなたの名前を�
　氏名・電話番号を伝えてください�

11月９日は
『１１９番の日』です

大野地区消防本部（166・0119）
テレホンサービス（165・8899）

11月11日～17日

税税税税 をををを 知知知知 るるるる 週週週週 間間間間
税についての作品展

ショッピングモール ＶＩＯ
11月7日l～14日l

大野税務署
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Ｊ
Ａ
ま
つ
り
会
場
で
農
産
物
品

評
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
多
数
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

11
月
９
日
n
・
10
日
h

午
前
９
時
〜
５
時

場
所

Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
本
所

問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越

前
本
所
（
1
65
・
１
２
５
０
）

日
時

11
月
14
日
l
午
後
７
時
〜

場
所

有
終
会
館

入
場
料

無
料

2002.11  広報おおの

す
る
成
年
後
見
制
度
と
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
支
援

を
行
う
「
し
あ
わ
せ
ね
っ
と

（
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
）」

に
関
す
る
講
演
会

講
師

家
庭
裁
判
所
調
査
官
、
奥

越
高
齢
者
・
障
害
者
権
利
擁
護

セ
ン
タ
ー
専
門
員

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
社
会
福

祉
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線

４
７
２
）

日
時

11
月
17
日
h
午
後
１
時
30

分
〜

場
所

平
成
大
野
屋
平
蔵

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

「
童
謡
の
流
れ

る
ま
ち
大
野
」
を
愛
す
る
会

荒
木
亞
男
さ
ん
（
1
66
・
３
９

２
６
）

日
程

11
月
12
日
j
〜
12
月
13
日

m
、
毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
７

時
30
分
〜
９
時
（
全
10
回
）

場
所

大
野
東
高
等
学
校
体
育
館

対
象

一
般
男
女
・
初
心
者

参
加
料

５
０
０
円
（
保
険
料
と

し
て
）

講
師

清
野
友
義
さ
ん
（
き
よ
の

絵
本
劇
場
主
宰
）

演
題

「
あ
な
た
の
子
ど
も
心
は

お
元
気
で
す
か
？
」

そ
の
他

保
育
ル
ー
ム
あ
り

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
児
童
福

祉
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線

４
７
４
）

日
時

11
月
13
日
k
午
後
７
時
〜

場
所

有
終
会
館

内
容

痴
ほ
う
症
の
人
や
知
的
障

害
の
あ
る
人
、
精
神
障
害
の
あ

る
人
な
ど
、
判
断
能
力
が
不
十

分
な
人
の
財
産
管
理
な
ど
に
関

●INFORMATION

第
26
回
保
育
講
演
会福

祉
課

（１5）

農
産
物
品
評
会

Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
教
室

市
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
協
会

申
込
締
切
日

11
月
８
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
協
会
　
羽
ニ
生

崇
さ
ん
（
1
65
・
６
５
４
１
）

paparin@
p2462.nsk.ne.jp

日
時

12
月
１
日
h
午
前
９
時
〜

場
所

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

参
加
料

無
料

申
込
締
切
日

11
月
15
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市

弓
道
協
会
事
務
局
　
吉
田
喜
代

子
さ
ん
（
1
66
・
４
７
７
１
）

●
ワ
ー
ド
入
門
と
年
賀
状
作
成

日
程

12
月
４
日
k
〜
20
日
m
、

水
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜

12
時
（
全
９
回
・
27
時
間
）

内
容

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
と

年
賀
状
の
作
成

対
象

45
歳
以
上
の
人

定
員

20
人

受
講
料

９
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

●
エ
ク
セ
ル
入
門

日
程

平
成
15
年
１
月
16
日
l

〜
31
日
m
、
火
〜
金
曜
日
の

午
前
10
時
〜
12
時
（
全
10
回

・
20
時
間
）

対
象
　
45
歳
以
上
の
人

定
員

20
人

受
講
料

７
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
1
65
・
６
８
４
０
）

県
内
の
来
春
高
卒
予
定
者
の
求

人
数
（
７
月
末
）
は
、
前
年
同
期

と
比
べ
約
３
割
、
一
昨
年
と
比
べ

る
と
約
半
分
に
ま
で
減
少
し
て
い

ま
す
。

ま
た
求
人
倍
率
は
０
・
５
６
倍

で
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
約
半

分
の
生
徒
が
就
職
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

厳
し
い
経
済
情
勢
で
募
集
・
採

用
に
つ
い
て
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ

の
時
期
、
若
い
感
性
と
行
動
力
に

満
ち
た
人
材
を
採
用
・
育
成
し
、

企
業
の
活
性
化
を
図
る
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

今
一
度
採
用
計
画
を
検
討
い
た

だ
き
、
高
卒
求
人
を
最
寄
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
ま
で
提
出
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野
（
1
66
・

２
４
０
８
）

弓
道
大
会
の
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
課

中
高
齢
者
向
け

パ
ソ
コ
ン
講
座

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

高
卒
予
定
者
に

働
く
チ
ャ
ン
ス
を

福
井
労
働
局

結
成
15
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト

童
謡
の
会

野焼きはやめましょう！
家庭や事業所から出るごみの焼却処理（いわゆる

野焼き）は法律で禁止されています。

生活環境など周囲への影響を考え、ダイオキシン

類の発生原因となる野焼きは絶対にやめましょう。

※慣習上あるいは宗教上の行事などを行うためのも

のや、法律で定められた焼却行為などは除かれま

す。

禁止されている

野焼きの例

・ドラム缶焼却

・ブロック積み焼却

・穴を掘っての焼却

問い合わせ先 生活環境課

（166・１１１１内線４６２）

成
年
後
見
制
度
と

し
あ
わ
せ
ね
っ
と
講
演
会

福
祉
課
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え
て
き
た
と
き
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
完
成
ま
で
一
年
以
上
か
か
り
ま
し
た
か

ら
ね
。
そ
の
こ
ろ
は
ラ
ジ
オ
が
ま
だ
珍
し
く

高
価
な
も
の
だ
っ
た
の
で
、
知
り
合
い
か
ら

頼
ま
れ
て
作
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
ね
。

趣
味
と
実
益
を
兼
ね
て
ち
ょ
う
ど
良
か
っ
た

ん
で
す
よ
」

オ
ー
デ
ィ
オ
の
世
界
は
ラ
ジ
オ
か
ら
レ
コ

ー
ド
、
モ
ノ
ラ
ル
か
ら
ス
テ
レ
オ
、
Ｓ
Ｐ
レ

コ
ー
ド
か
ら
Ｅ
Ｐ
・
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
へ
と
時

代
と
と
も
に
変
化
。
濱
田
さ
ん
は
良
い
音
の

出
る
オ
ー
デ
ィ
オ
を
勉
強
し
よ
う
と
、
大
阪

や
名
古
屋
な
ど
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ
聴
き
に

出
か
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
高
価
な
機
器

が
必
ず
し
も
良
い
も
の
で
は
な
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
良
い
オ
ー
デ
ィ
オ
と
い
う
の
は
、
Ｃ
Ｄ

な
ど
音
源
に
収
め
ら
れ
た
音
を
そ
の
ま
ま
引

（１6）

「
里
芋

さ
と
い
も

の
／
親
離
れ

す
る
／
パ
ッ
キ
ン
音お

ん

の

／
な
ん
と
／
か
わ
い

き
」
掘
り
取
り
の
体
験

に
来
た
友
が
、
感
動
し

て
一
筆
し
た
た
め
た
五

行
歌
▼
里
芋
は
、
頭

か
し
ら

と
呼
ば
れ
る
親
芋
に
、
子
、

孫
芋
ら
が
び
っ
し
り
と
つ
く
こ
と
か
ら
「
子
だ

く
さ
ん
芋
」
と
し
て
、
古
く
か
ら
お
祝
い
や
報

恩
講
の
御
膳
に
も
使
わ
れ
て
き
た
。
良
質
な
子

芋
は
、
軽
快
な
音
を
た
て
、
す
ん
な
り
親
離
れ

す
る
。
出
来
の
悪
い
芋
ほ
ど
、
し
っ
か
り
く
っ

つ
い
て
な
か
な
か
離
れ
な
い
。
こ
の
季
節
、
農

家
で
は
厄
介
な
一
つ
一
つ
の
手
作
業
に
夜
遅
く

ま
で
明
か
り
が
と
も
っ
て
い
る
▼
「
里
の
芋
は

な
あ
、
都
会
に
出
て
行
っ
た
子
や
孫
た
ち
に
、

今
年
も
う
ま
い
芋
が
で
き
た
ぞ
、
は
よ
う
食
べ

に
帰
っ
て
お
い
で
と
里
に
呼
び
寄
せ
る
た
め
、

た
く
さ
ん
の
実
を
つ
け
て
皆み

な

を
待
っ
て
い
る
ん

や
よ
」
い
つ
だ
っ
た
か
村
の
お
ば
あ
さ
ん
が
う

れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
の
を
思
い
出
す
▼

農
家
で
は
先
人
か
ら
代
々
受
け
継
い
で
き
た
種

芋
を
大
切
に
守
り
、
一
年
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と

育
て
る
。
丸
々
と
し
た
土
芋
は
、
大
野
の
晩
秋

の
味
覚
と
し
て
、
の
っ
ぺ
い
汁
や
こ
ろ
煮
に
姿

を
変
え
、
食
卓
を
彩
る
。
素
朴
な
味
わ
い
の
中

に
脈
々
と
つ
な
が
っ
て
き
た
一
つ
の
種
芋
の
尊

さ
や
、
子
や
孫
を
想お

も

う
作
り
手
の
気
持
ち
が
生

き
て
い
る
▼
刈
田
に
は
、
種
芋
を
貯
蔵
す
る
こ

ん
も
り
と
し
た
わ
ら

●

●

の
囲
い
が
、
ぽ
つ
ぽ
つ
と

姿
を
見
せ
は
じ
め
た
。
奥
越
の
厳
し
い
冬
に
耐

え
、
ま
た
来
年
に
は
そ
の
一
つ
の
種
か
ら
、
子

や
孫
が
た
く
さ
ん
こ
の
ふ
る
さ
と
に
根
付
く
こ

と
だ
ろ
う
。
四
季
折
々
の
豊
か
な
景
物
の
中
に

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
（
羽
）

中
挟
の
濱
田
省
三
さ
ん
（
六
十
七
歳
）
の

宝
は
、
自
作
の
真
空
管
ア
ン
プ
な
ど
一
つ
一

つ
に
こ
だ
わ
っ
た
オ
ー
デ
ィ
オ
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
何
度
も
手
を
加
え
仕
上
げ
ら

れ
て
き
た
オ
ー
デ
ィ
オ
か
ら
は
、
真
空
管
独

特
の
や
わ
ら
か
い
音
色
が
響
い
て
き
ま
す
。

濱
田
さ
ん
が
オ
ー
デ
ィ
オ
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
の
は
中
学
生
の
こ
ろ
。
雑
誌

や
友
人
か
ら
情
報
を
得
て
、
お
金
を
た
め
少

し
ず
つ
買
い
集
め
た
部
品
で
、
真
空
管
ラ
ジ

オ
を
作
っ
た
の
が
最
初
だ
そ
う
で
す
。

「
自
作
の
ラ
ジ
オ
か
ら
初
め
て
音
が
聞
こ

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数

人　　　口

男

女

８月中の異動

10月１日現在

11,879世帯

40,187人

19,241人

20,946人

前　月　比

＋7世帯

－11人

－2人

－9人

転 入

転 出

57人

70人

出 生

死 亡

28人

26人

総　件　数

件　数

死　者

傷　者

物損事故

件数内訳

437件

130件

7人

157人

307件

平成14年
９ 月 末

比 較
平成13年
９ 月 末

531件

134件

2人

167人

397件

－94件

－4件

＋5人

－10人

－90件

人
身
事
故

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
1
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）
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９
月
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
サ

ト
イ
モ
の
大
き
な
葉
が
、
畑
か

ら
消
え
秋
本
番
。
た
く
さ
ん
の

実
り
に
感
謝
し
な
が
ら
過
ご
し

て
い
ま
す
。
食
い
し
ん
坊
に
と

っ
て
旬
の
食
材
を
味
わ
え
る
の

は
、
な
ん
と
贅
沢
な
こ
と
か
。

本
格
的
な
寒
さ
を
前
に
温
か
い

鍋
物
な
ど
を
想
像
し
、
今
か
ら

ほ
お
が
落
ち
そ
う
で
す
（
養
）

編
集
後
記

内　訳

こ
だ
わ
り
の
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器

濱
田
　
省
三
さ
ん
（
中
挟
）

95

き
出
す
こ
と
の
出
来
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
配
線
か
ら
部
品
に
至
る

ま
で
、
一
つ
一
つ
の
バ
ラ
ン
ス
や
組
み
合
わ

せ
が
重
要
で
す
ね
。
ま
た
、
聴
い
て
い
て
疲

れ
な
い
と
い
う
の
も
重
要
な
こ
と
。
私
は
毎

日
で
も
、
何
十
回
で
も
聴
き
た
く
な
る
よ
う

な
、
真
空
管
ア
ン
プ
が
持
つ
独
特
の
響
き
が

一
番
好
き
で
す
ね
」
と
微
笑
み
ま
し
た
。

市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
〃
白
い

じ
ゅ
う
た
ん
〃
の
よ
う
に
広
が

る
ソ
バ
の
花
。
大
野
の
ソ
バ
は

昼
と
夜
の
気
温
の
差
が
大
き
い

こ
と
、
土
壌
が
適
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
味
の
良
さ
に
定

評
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
大
野
在

来
の
種
が
、
県
か
ら
伝
統
農
産

物
と
し
て
認
定
を
受
け
る
な
ど

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

表
紙
の
こ
と
ば
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